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地域とともに、信頼を未来につなぐ日本の水道

新水道ビジョンについて
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水道関係者の役割分担に応じた方策の推進において、到達点を設定し、到達状況の
客観的な評価、把握を繰り返すことで、水道の理想像を具現化を図る。

現在の水道

当面の目標点

水道の理想像
の具現化

到達点を定めた取り組みの、計
画的な実施及び評価の繰り返し

安 全

強 靭

持 続

５～１０年後

ロードマップ

国の対応

➢ 関係者との連携、意見交
換、推進方策の検討の場
の設定

➢ 関係者の意見を聴取した
ロードマップの策定

➢ 取り組みの方向性の確認、
重点的な実現方策の追加、
見直し等

適切な期間を定め、新水道ビジョ
ンのフォローアップを実施

新水道ビジョンのフォローアップ

「新水道ビジョン推進協議会」
を設置



（事務局）
厚生労働省水道課

水道関係団体等
・（公財）給水工事技術振興財団
・厚生労働省健康局水道課
・国立保健医療科学院
・（一社）水道運営管理協会
・（公財）水道技術研究センター
・全国簡易水道協議会
・（一社）全国給水衛生検査協会
・（公社）日本水道協会
・（一社）日本水道工業団体連合会

（五十音順）

（※）そのほか、学識者による参画、協
力を求める。

新水道ビジョン推進協議会（イメージ）

新水道ビジョン推進協議会

平成25年度の活動案
（年度内に3回程度の会議開催をイメージ）
○ウェブサイトの設置、運営
○先進事例の収集
○ロードマップの作成

平成26年度以降の活動予定
○推進方策の実施状況の検証
○ロードマップのリバイス
○新水道ビジョンのフォローアップ

強靱安全 持続

個別検討事項

挑戦
新水道ビジョンを踏まえた施策の

推進とフォローアップ

■目 的
○新水道ビジョンに示された各種方策を推進するため、方策の実施主体となる関係者が実施状況を共有し、密接に
連携するための枠組みとして、「新水道ビジョン推進協議会」を設置する。

活動イメージ

水道事業者

行政機関（都道府県）

大学・研究機関
新水道ビジョンロードマップ

様々な機会
において情報
を共有

連携



新水道ビジョン推進協議会のスケジュール

○第1回新水道ビジョン推進協議会
（平成25年8月28日（水）資料より抜粋



新水道ビジョン推進協議会において示されるロードマップに沿って、水道関係
者が連携し、課題解決のために、挑戦し続けることが重要。

（１）水安全計画の活用による水質管理促進

（２）水道水質に係る新たな項目設定

（３）重要給水施設配水管の優先的耐震化の推進

（４）耐震性能の評価と耐震化計画策定指針の改定

（５）アセットマネジメントの活用促進、導入状況を把握

（６）発展的広域化の推進（都道府県の指導力に期待）

（７）料金制度の最適化

新水道ビジョン推進のために早
期に取り組む主要な事項

今後の主な取り組み


